


アスファルト舗装の後にブロ
ック模様の型枠を押し付け塗
装します。大きな車の出入り
による、ブロックのバタつき
を防ぎます。

危険な車道横断を抑止する
ために横断防止柵を設置し
ます。

歩行者と自転車の通行を分離
するために青色の自転車専用
通行帯等を設置します。

歩道の一部を切欠く形（ベイ
方式）にすることで、駐車時
の追突を防ぎます。
さらに自転車が安全に走行で
きるようになります。

水たまりや騒音を抑制する排水性舗装を
行います。
表面に路面温度の上昇を抑制する、遮熱
性塗料を塗布します。

今回の歩道拡幅工事にともない、信号機・標識・パーキングメータ・
地上機器など道路上の色々な施設が移動となります。
これらの工事は別途発注工事となりますが、あわせてお知らせします。

時期については上記【工事の予定（移設工）】をご参照ください。

地上機器とは…
電柱のない道路で電気を高圧

から低圧に変換したり、 電気の

流れを変えるために必要な施設

で、主に歩道上に置かれ、箱形

をしています。

※位置が変わる箇所もあります。

・・・歩道乗入部

・・・街路樹（サルスベリ）

・・・自転車専用通行帯等

・・・路上パーキング

・・・歩道一般部

現在のアスファルト舗装から
インターロッキングブロック
舗装になり景観が向上します。
あわせてバリアフリー化を行
い快適な歩行空間となります。

葉が小さく風の抵抗を受けに
くいサルスベリを植えます。
夏には花が咲きます。

［ 例 ］


